【パブリックコメントの実施結果について】
〇実施期間　令和7年（2025年）12月26日（金）～令和8年１月２６日（月）17:00まで
〇１名（１件）
	No
	構想/
基本計画
	ﾍﾟｰｼﾞ
	項目
	意見(原文のまま掲載)
	町の回答

	1
	-
	-
	町営市場に関して
	[bookmark: _GoBack]私は本部町営市場で１６年働いていますが、現在の町営市場は単に商売する商業施設というだけの施設ではないです。基本構想の中の５つの基本施策すべてにわたって利用されている場所だとおもいます。特産品や町内産品の活用販売のばであり、賑わいと観光客の立ち寄り場所であり、地域の暮らしをささえる都市環境であり、地域のお年寄りや障害者の立ち寄り場所であり、子供たちや多様な人々の社会学習の場であり、子育ての場であり、多様な人がつながることのできる持続可能な町のプラットフォームですよ。老朽化で立て直さないといけないのもわかりますが、このような状態になるまで計画や話し合いもなくいきなりの再整備というのは無責任です。今後何年かかってでも良いものができるようにキチンと計画をしてほしいです。
	令和６年１月に発注した本部町町営市場耐力度調査業務の結果が同年７月に、本建物が耐力度10,000点中2,076点（耐力度基準である4,500点を下回る）と「構造上危険な状態にある建物」と判断されました。
結果を受け、７月中に本部町議会議員並びに本部町営市場使用者、８月には本部町区長会に対し現状の説明や意見交換を行いました。本部町営市場使用者に対しては、説明会での質問などの回答や意見交換を実施したところであります。
令和７年度は、渡久地行政区並びに、本部町商工会、本部町観光協会、本部漁業協同組合、本部町飲食業組合、本部町営マーケット通り会で構成する本部町営市場跡地利用再整備検討協議会等において、再整備の方向性について議論を進めております。
今後は、どのような補助金や進め方が最適か、民間の活力も検討し、本部町町営市場の再整備計画については、頂戴したご意見も含め、幅広い町民の皆様のご意見を踏まえ、検討いたします。



